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日 時 :1997年10月4日 (土)～5日 (日)
場 所 :山烈県現墳科学研究所 (古土富田市上富
田字剣丸用5597-1)一階ホール










































座長 :後藤俊二 (京都大 ･霊長研)
15.関東甲信越地域のニホンザルの迫伝学的多様
性



























































































































鈴木樹理 (京都大 ･霊長研),大蔵 聡 (京都
大･霊長研)
マカクの春機発動に伴う内分泌学的変化
渡辺 元(東京農工大 ･農 ･家畜生理)
総合討論















































































































































































竹中 修 (京都大 ･霊長研)
マカカ属19種のリボソームDNAの変異
鈴木 仁 (北海道大 ･地球環境)
東日本地域のニホンザルのミトコンドリア
DNA変異
川本 芳 (京都大 ･霊長研)
吾妻 飽 く帯広畜産大 ･窮境科学)
エチオピア中央部のグリベットモンキーにみら
れる迫伝的変異の分布






































系統発達 (司会 :茂原信生 京都大 ･霊長研)
竹中 修 (京都大･霊長研)
ホミノイドの系統､分子での検討





ディスカッサント 瀬戸口烈司 (京都大 ･理)
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個体発達 (司会 :友永雅己 京都大 ･霊長研)
溝田 穣 (京都大 ･霊長研)
霊長類の身体発育比較
南 徹弘 (大阪大 ･人科)
サル規の初期行動発達












木村 賛 (東大 ･理)
二足歩行の猿得
ディスカッサント 入来属史 (東邦大 ･医)





丹治 順 (東北大 ･医)
大脳半球内側の運動野の働き
ディスカッサント 高田昌彦 (京都大 ･医),
■植野博信 (都神経研)
ヒトおよび討論






































































































後藤俊二 (京都大 ･霊長研 ･サル類保健飼
育管理施設)
総合討論
世話人:中村 仲､松林清明､後藤俊二
霊長類の生体防御系と疾病 ･病態に関する研究
会を上述の様なプログラムで開催した｡出席者は
約50名で､所外からの参加が目立った｡なお､そ
れぞれの発表内容に関してはその概要を4月の
primateforum(PF)で馬子公表した｡
(文責 :中村 伸)
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